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(57)【要約】
【課題】逆浸透膜を用いた処理において、原排水中の各
種成分を効率良く除去でき、逆浸透膜の洗浄排液を有効
に活用できる排水処理方法および排水処理システムを提
供する。
【解決手段】原排水１をアルカリ凝集沈殿槽１２でアル
カリ凝集沈殿させて、生成した沈殿物４を分離し、得ら
れたアルカリ凝集沈殿処理水３を逆浸透膜処理装置１４
で処理して、透過水７を得る。逆浸透膜処理装置１４に
備えられた逆浸透膜はアルカリ性の洗浄薬液６で洗浄し
、このとき発生した洗浄排液９はアルカリ凝集沈殿槽１
２かそれより前段の原排水貯留槽１１等に返送する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原排水をアルカリ性条件下で凝集沈殿させて、生成した沈殿物を分離するアルカリ凝集
沈殿工程と、
　前記アルカリ凝集沈殿工程で前記沈殿物を分離して得られたアルカリ凝集沈殿処理水を
、逆浸透膜で処理して透過水を得る逆浸透膜処理工程と、
　前記逆浸透膜をアルカリ性の洗浄薬液で洗浄するアルカリ洗浄工程と、
　前記アルカリ洗浄工程から排出される洗浄排液を、前記アルカリ凝集沈殿工程かそれよ
り前段の工程に返送する洗浄排液返送工程とを有することを特徴とする排水処理方法。
【請求項２】
　さらに、前記アルカリ凝集沈殿工程の前段に、前記原排水を原排水貯留槽に貯留する原
排水貯留工程を有し、
　前記洗浄排液を前記原排水貯留工程に返送する請求項１に記載の排水処理方法。
【請求項３】
　さらに、前記洗浄排液を洗浄排液貯留槽に貯留する洗浄排液貯留工程を有し、
　前記洗浄排液貯留槽から前記洗浄排液を前記アルカリ凝集沈殿工程かそれより前段の工
程に返送する請求項１に記載の排水処理方法。
【請求項４】
　原排水をアルカリ性条件下で凝集沈殿させるアルカリ凝集沈殿槽と、
　前記アルカリ凝集沈殿槽からの上澄みであるアルカリ凝集沈殿処理水を処理する逆浸透
膜を備えた逆浸透膜装置と、
　前記逆浸透膜装置にアルカリ性の洗浄薬液を供給する洗浄薬液供給手段と、
　前記逆浸透膜装置から排出される前記洗浄薬液の洗浄排液を、前記アルカリ凝集沈殿槽
かそれより前段に返送する洗浄排液返送手段とを有することを特徴とする排水処理システ
ム。
【請求項５】
　さらに、前記原排水を貯留する原排水貯留槽を有し、
　前記洗浄排液返送手段が、前記原排水貯留槽に前記洗浄排液を返送するものである請求
項４に記載の排水処理システム。
【請求項６】
　さらに、前記洗浄排液を貯留する洗浄排液貯留槽を有し、
　前記洗浄排液返送手段が、前記洗浄排液貯留槽から前記洗浄排液を返送するものである
請求項４に記載の排水処理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アルカリ凝集沈殿処理と逆浸透膜処理を有する排水処理方法およびその処理
システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、逆浸透膜を用いた排水の処理方法が知られており、逆浸透膜処理においては定期
的に洗浄薬液で逆浸透膜を洗浄することが一般的である。例えば特許文献１には、酵素剤
を含む洗浄液やアルカリを用いて逆浸透膜を洗浄する方法が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２２８９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】



(3) JP 2012-196614 A 2012.10.18

10

20

30

40

50

　逆浸透膜処理は非常に高度な処理であるため、基本的には逆浸透膜処理における処理負
荷を前処理により減らして処理量を高めることが好ましい。同時に、逆浸透膜の洗浄頻度
を下げるとともに、逆浸透膜の洗浄に伴い発生する排液量を減らすことが好ましい。
【０００５】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、逆浸透膜を用いた処理に
おいて、原排水中の各種成分を効率良く除去でき、逆浸透膜の洗浄排液を有効に活用でき
る排水処理方法および排水処理システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決することができた本発明の排水処理方法とは、原排水をアルカリ性条件
下で凝集沈殿させて、生成した沈殿物を分離するアルカリ凝集沈殿工程と；アルカリ凝集
沈殿工程で沈殿物を分離して得られたアルカリ凝集沈殿処理水を、逆浸透膜で処理して透
過水を得る逆浸透膜処理工程と；逆浸透膜をアルカリ性の洗浄薬液で洗浄するアルカリ洗
浄工程と；アルカリ洗浄工程から排出される洗浄排液を、アルカリ凝集沈殿工程かそれよ
り前段の工程に返送する洗浄排液返送工程とを有するところに特徴を有する。本発明の排
水処理方法は、アルカリ凝集沈殿工程と逆浸透膜処理工程を有しているため、原排水中の
各種成分、特に溶解性の無機成分を効率良く除去できる。また、アルカリ洗浄工程と洗浄
排液返送工程を有しているため、逆浸透膜の洗浄排液の処理が不要になり、アルカリ凝集
沈殿工程で使用するアルカリ性の凝集薬剤の使用量を低減でき、場合によっては、アルカ
リ性の凝集薬剤の使用を完全代替できる。
【０００７】
　洗浄排液は、直接アルカリ凝集沈殿工程に返送してもよいし、他の工程を介してアルカ
リ凝集沈殿工程に返送してもよい。後者の場合、アルカリ凝集沈殿工程の前段に、原排水
を原排水貯留槽に貯留する原排水貯留工程を設け、洗浄排液を原排水貯留工程に返送する
方法や；洗浄排液を洗浄排液貯留槽に貯留する洗浄排液貯留工程を設け、洗浄排液貯留槽
から洗浄排液をアルカリ凝集沈殿工程かそれより前段の工程に返送する方法を採用すれば
よい。
【０００８】
　本発明はまた、本発明の排水処理方法を好適に実施するための排水処理システムとして
、原排水をアルカリ性条件下で凝集沈殿させるアルカリ凝集沈殿槽と；アルカリ凝集沈殿
槽からの上澄みであるアルカリ凝集沈殿処理水を処理する逆浸透膜を備えた逆浸透膜装置
と；逆浸透膜装置にアルカリ性の洗浄薬液を供給する洗浄薬液供給手段と；逆浸透膜装置
から排出される前記洗浄薬液の洗浄排液を、前記アルカリ凝集沈殿槽かそれより前段に返
送する洗浄排液返送手段とを有する排水処理システムを提供する。
【０００９】
　本発明の排水処理システムは、さらに原排水を貯留する原排水貯留槽を有し、洗浄排液
返送手段が、原排水貯留槽に洗浄排液を返送するものであってもよい。あるいは、本発明
の排水処理システムは、さらに洗浄排液を貯留する洗浄排液貯留槽を有し、洗浄排液返送
手段が、洗浄排液貯留槽から洗浄排液を返送するものであってもよい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の排水処理方法および排水処理システムは、原排水中の各種成分、特に溶解性の
無機成分を効率良く除去できる。また、逆浸透膜の洗浄排液の処理も不要になり、アルカ
リ凝集沈殿処理で使用するアルカリ性の凝集薬剤の使用量を低減でき、場合によっては、
アルカリ性の凝集薬剤の使用を完全代替できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の排水処理方法に好適に使用される排水処理システムの一例を表す。
【図２】本発明の排水処理方法に好適に使用される排水処理システムの他の一例を表す。
【発明を実施するための形態】
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【００１２】
　本発明の排水処理方法は、原排水を、アルカリ凝集沈殿処理と逆浸透膜処理を行って、
処理水（透過水）を得るものである。すなわち、本発明の排水処理方法は、原排水をアル
カリ性条件下で凝集沈殿させて、生成した沈殿物を分離するアルカリ凝集沈殿工程と、ア
ルカリ凝集沈殿工程で沈殿物を分離して得られたアルカリ凝集沈殿処理水を、逆浸透膜で
処理して透過水を得る逆浸透膜処理工程とを有している。なお本発明において、アルカリ
凝集沈殿工程における処理を「アルカリ凝集沈殿処理」と称する場合があり、逆浸透膜処
理工程における処理を「逆浸透膜処理」と称する場合がある。
【００１３】
　本発明の処理方法において処理対象となる原排水は特に限定されないが、アルカリ凝集
沈殿処理と逆浸透膜処理に適した原排水として、金属イオンを含有する原排水を用いるこ
とが好ましい。原排水中に金属イオンが含まれていれば、アルカリ凝集沈殿処理および／
または逆浸透膜処理により原排水から金属イオンが好適に除去される。アルカリ凝集沈殿
処理で金属イオンを除去する点からは、原排水には周期律表の第２族～第１３族の元素の
うち少なくとも１種がイオン形態で含まれることが好ましい。アルカリ凝集沈殿処理での
金属イオン除去効率を高める点からは、ある程度の濃度で原排水中に金属イオンが存在し
ていることが好ましく、従ってこのような観点から、原排水には、マグネシウム、カルシ
ウム、バリウム、チタン、ジルコニウム、バナジウム、クロム、モリブデン、タングステ
ン、マンガン、鉄、コバルト、ニッケル、鉛、銅、亜鉛、カドミウム、アルミニウムより
なる群から選ばれる少なくとも１種の元素がイオン形態で含まれることが好ましい。
【００１４】
　原排水には、有機成分や上記以外の無機成分も含有してもよい。例えば、原排水が有機
成分を含有していれば、後述するように、逆浸透膜をアルカリ性の洗浄薬液で洗浄するこ
とにより膜透過流速の回復等の洗浄効果を得やすくなる。
【００１５】
　本発明の処理方法の対象となる原排水としては、製鉄、鉄鋼、非鉄金属、機械、金属加
工、めっき、塗装、セメント等の工場からの排水や、埋立浸出水等が挙げられる。
【００１６】
　アルカリ凝集沈殿工程では、原排水をアルカリ性条件下で凝集沈殿させて、生成した沈
殿物を分離する。原排水中に金属イオンが含まれていれば、原排水をアルカリ性にするこ
とで金属イオンが水酸化物として沈殿する。従って、生成した金属水酸化物等の沈殿物を
分離することで、原排水から金属成分をある程度除去することができる。
【００１７】
　アルカリ凝集沈殿処理する際のｐＨは７より大きくすればよく、ｐＨは原排水に含まれ
る金属イオンの種類に応じて適宜調整すればよい。例えば、カルシウムイオンやマグネシ
ウムイオンを対象とする場合はｐＨを１０以上１４以下に調整することが好ましく、亜鉛
イオンを対象とする場合はｐＨを７より大きく１１以下に調整することが好ましい。
【００１８】
　アルカリ凝集沈殿工程では、アルカリ性の凝集薬剤を加えて原排水をアルカリ性にする
ことが好ましい。アルカリ性の凝集薬剤としてはアルカリ性を示すものであれば特に限定
されず、アルカリ金属水酸化物、アルカリ金属塩、アルカリ土類金属水酸化物、アルカリ
土類金属塩、アンモニア等を用いることができる。なお、アンモニアは可溶性の塩を生成
する場合があることから、汎用性に劣る場合がある。また、アルカリ土類金属水酸化物や
アルカリ土類金属塩は、アルカリ凝集沈殿処理で自らが沈殿生成して沈殿物発生量を増加
させるため、好ましくない場合がある。従って、アルカリ性の凝集薬剤としては、アルカ
リ金属水酸化物やアルカリ金属塩を用いることが好ましく、安価に入手可能な点から、水
酸化ナトリウムや炭酸ナトリウムや炭酸水素ナトリウムを用いることが好ましい。
【００１９】
　アルカリ凝集沈殿工程では、アルカリ性の凝集薬剤を添加するだけでは固液分離性の良
好な沈殿物が得られない場合がある。そのような場合は、生成した沈殿物の凝集性や沈降
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性を改善するために、アルカリ性の凝集薬剤に加え凝集助剤を添加することが好ましい。
凝集助剤としては、ポリ塩化アルミニウム、塩化アルミニウム、硫酸アルミニウム、塩化
第二鉄、硫酸第一鉄、硫酸第二鉄、ポリ硫酸第二鉄等の無機凝集剤や、陰イオン性ポリマ
ー（例えば、ポリアクリルアミド部分加水分解塩、ポリアクリル酸等）、陽イオン性ポリ
マー（例えば、ポリエチレンイミン、第４級アンモニウム塩等）、非イオン性ポリマー（
例えば、ポリアクリルアミド、ポリオキシエチレン等）等の有機高分子凝集剤を用いるこ
とができる。
【００２０】
　アルカリ凝集沈殿工程で生成した沈殿物は、公知の固液分離手段により分離すればよい
。例えば、アルカリ凝集沈殿槽でアルカリ凝集沈殿処理を行い、沈殿槽の下部から沈殿物
を引き抜き、沈殿槽の上部から上澄みをアルカリ凝集沈殿処理水として得ればよい。
【００２１】
　アルカリ凝集沈殿処理工程で沈殿物を分離して得られたアルカリ凝集沈殿処理水は、逆
浸透膜で処理することにより透過水を得る。アルカリ凝集沈殿処理水を逆浸透膜で処理す
ることにより、アルカリ凝集沈殿処理で除去しきれなかった金属イオン等の各種成分を除
去することができる。逆浸透膜処理により、アルカリ凝集沈殿処理水中に含まれる溶解性
成分、不溶性成分、無機成分、有機成分を問わず除去することができ、これらの成分の除
去率を高めることで、飲用等も可能な高純度な水を透過水として得ることができる。なお
前記除去率は、求められる透過水質に応じて、適宜設定すればよい。
【００２２】
　逆浸透膜は公知のものを使用することができ、その形式や素材は特に限定されない。逆
浸透膜としては、例えば、中空糸膜、スパイラル膜、チューブラ膜等の形式の膜を使用す
ればよく、膜の素材（構成材料）としては、酢酸セルロース、芳香族ポリアミド、ポリビ
ニルアルコール、ポリスルフォン等が挙げられる。
【００２３】
　アルカリ凝集沈殿処理工程で得られたアルカリ凝集沈殿処理水は、逆浸透膜で処理する
のに先立って、酸性薬剤で中和することが好ましい。アルカリ凝集沈殿処理水を酸性薬剤
で中和することにより、金属水酸化物等が逆浸透膜の表面等でスケール生成しにくくなり
、逆浸透膜処理を好適に行いやすくなる。アルカリ凝集沈殿処理水を酸性薬剤で中和する
場合、中和後のアルカリ凝集沈殿処理水のｐＨは特に限定されず、中和前よりもｐＨが低
下すればよい。酸性薬剤としては、硫酸、塩酸、炭酸（二酸化炭素）等の無機酸が好適に
用いられる。アルカリ凝集沈殿処理水を酸性薬剤で中和することにより沈殿物が生成する
場合は、生成した沈殿物を公知の固液分離手段（例えば、沈殿分離等）で分離することが
好ましい。
【００２４】
　アルカリ凝集沈殿処理水は、逆浸透膜で処理するのに先立って、精密ろ過膜（以下、「
ＭＦ膜」と称する）および／または限外ろ過膜（以下、「ＵＦ膜」と称する）で処理する
ことも好ましい。逆浸透膜処理の前処理として、アルカリ凝集沈殿処理水をＭＦ膜やＵＦ
膜で処理することにより、アルカリ凝集沈殿処理で除去しきれなかった沈殿物を固液分離
することができ、逆浸透膜処理での膜の目詰まりを起こりにくくすることができる。
【００２５】
　ＭＦ膜やＵＦ膜としては公知のものを使用すればよく、その形式や素材は特に限定され
ない。ＭＦ膜やＵＦ膜としては、例えば、中空糸膜、管状膜、平板状膜、モノリス膜等の
形式の膜を使用すればよく、これらの膜の素材としては、酢酸セルロース、ポリスルフォ
ン、ポリエチレン、塩素化ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリアクリロニトリル等の有
機膜；アルミナやジルコニア等の無機膜等が挙げられる。
【００２６】
　アルカリ凝集沈殿処理水をＭＦ膜やＵＦ膜で処理する場合、膜の目詰まりが起こったり
膜透過流速が低下した場合には、次亜塩素酸ナトリウム等の酸化剤により膜洗浄を行うこ
とが好ましい。アルカリ凝集沈殿処理水に酸化剤を添加した場合は、逆浸透膜の劣化を防



(6) JP 2012-196614 A 2012.10.18

10

20

30

40

50

止するため、膜洗浄後の酸化剤を含むアルカリ凝集沈殿処理水に還元剤（例えば、チオ硫
酸ナトリウム、亜硫酸水素ナトリウム等）を添加することが好ましい。
【００２７】
　アルカリ凝集沈殿処理水には、逆浸透膜処理の際、あるいは逆浸透膜処理に先立って、
スケール分散剤が添加されることが好ましい。アルカリ凝集沈殿処理水にスケール分散剤
を添加することにより、逆浸透膜の目詰まりや膜透過流速の低下を防止しやすくなる。ス
ケール分散剤は、ＭＦ膜やＵＦ膜で処理する際に添加されてもよい。スケール分散剤とし
ては公知のものを使用すればよく、例えば、ホスホン酸基含有化合物、カルボキシル基含
有ポリマー、スルホン基含有ポリマー、前記ポリマーの水溶性塩等を用いることができる
。
【００２８】
　アルカリ凝集沈殿処理水はまた、逆浸透膜で処理するのに先立って、活性炭で処理する
ことも好ましい。具体的には、例えば、活性炭を充填したカラムにアルカリ凝集沈殿処理
水を通過させればよい。アルカリ凝集沈殿処理水を活性炭で処理することにより、アルカ
リ凝集沈殿処理水中の溶解性成分の一部が吸着除去され、逆浸透膜処理の負荷を低減する
ことができる。
【００２９】
　上記説明した酸性薬剤による中和、ＭＦ膜やＵＦ膜による処理、活性炭による処理は、
複数組み合わせて行ってもよい。さらに、公知の水処理操作（例えば、キレート処理等）
をアルカリ凝集沈殿処理水に適用してもよい。
【００３０】
　ところで、逆浸透膜処理工程では、逆浸透膜処理を継続するにつれて、逆浸透膜の表面
に有機物が付着する等して膜の目詰まりや膜透過流速の低下が起こる。膜の目詰まり等を
引き起こす有機物は、原排水中に含まれ得る有機物、アルカリ凝集沈殿処理で使用する有
機高分子凝集剤、アルカリ凝集沈殿処理水に添加するスケール分散剤、その他適宜使用さ
れる有機薬剤（例えば、界面活性剤等）に由来すると考えられる。たとえ原排水中に有機
物が含まれていなくても、アルカリ凝集沈殿処理や逆浸透膜処理では何かしらの有機薬剤
が添加されるのが一般的である。また、逆浸透膜の表面には微生物が繁殖する場合もあり
、そのような場合は、膜の表面には微生物やその代謝物（例えば、タンパク質、多糖類、
フミン質等）が付着する。
【００３１】
　そこで本発明の排水処理方法では、逆浸透膜をアルカリ性の洗浄薬液で洗浄するアルカ
リ洗浄工程を設けている。逆浸透膜をアルカリ性の薬剤で洗浄することにより、逆浸透膜
の表面に付着した有機物等を除去することができ、その結果、逆浸透膜処理において低下
した膜透過流速を回復させることができる。アルカリ洗浄工程は常時行うものではなく、
例えば１日に１回行う等、定期的に行ったり、膜透過流速を計測しながら膜透過流速が所
定レベル以下まで低下した場合に随時行えばよい。アルカリ洗浄工程を行っている間は、
上記の逆浸透膜処理工程は行わない（中断する）ことが好ましい。使用する洗浄薬液の量
は洗浄効果に応じて適宜調整されるが、例えば、逆浸透膜処理に供する水量の３％～１５
％程度が好ましい。
【００３２】
　アルカリ洗浄工程で使用する洗浄薬液としては、アルカリ性の薬剤であれば特に限定さ
れないが、逆浸透膜の表面で洗浄薬液に由来するスケールを発生しにくくする点から、ア
ルカリ金属水酸化物を用いることが好ましく、安価に入手可能な点から、水酸化ナトリウ
ムを用いることが好ましい。洗浄薬液のｐＨとしては、効率的に洗浄を行うとともに、機
器の腐食防止等の観点から、１０以上１３以下が好ましい。
【００３３】
　アルカリ洗浄工程では、アルカリ性の洗浄薬液に加え、界面活性剤（例えば、ドデシル
硫酸ナトリウム等）やキレート剤（例えば、エチレンジアミン四酢酸ナトリウム等）等を
併用してもよい。このような薬剤を併用することにより、逆浸透膜の洗浄効果が高められ
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る場合がある。
【００３４】
　アルカリ洗浄工程からは、逆浸透膜を洗浄薬液で洗浄することにより発生した洗浄排液
、すなわち洗浄薬液の洗浄排液が排出される。洗浄排液は、アルカリ性の洗浄薬液が逆浸
透膜と接触することにより生成するものである。洗浄排液は、洗浄薬液が逆浸透膜と直接
的に接触したものでもよく、洗浄薬液が逆浸透膜に付着した有機物等を介して逆浸透膜と
間接的に接触したものでもよく、いずれも洗浄排液に含まれる。
【００３５】
　本発明の排水処理方法では、アルカリ洗浄工程から排出された洗浄排液を、アルカリ凝
集沈殿工程かそれより前段の工程に返送する洗浄排液返送工程を設けている。アルカリ洗
浄工程から排出される洗浄排液をアルカリ凝集沈殿工程かそれより前段の工程に返送する
ことにより、洗浄排液の処理が不要になり、また、アルカリ凝集沈殿工程で使用するアル
カリ性の凝集薬剤の使用量を低減でき、場合によっては、アルカリ性の凝集薬剤の使用を
完全代替できる。洗浄排液はアルカリ性であることが好ましく、具体的にはｐＨが７より
大きいことが好ましい。
【００３６】
　洗浄排液は、直接アルカリ凝集沈殿工程に返送してもよいし、他の工程を介してアルカ
リ凝集沈殿工程に返送してもよい。後者の場合について、２つの例を挙げて説明する。
【００３７】
　１つ目の例として、アルカリ凝集沈殿工程の前段に、原排水を原排水貯留槽に貯留する
原排水貯留工程を設け、洗浄排液を原排水貯留工程に返送する方法が挙げられる。原排水
貯留槽に洗浄排液を返送することにより、原排水貯留槽がアルカリ凝集沈殿工程に対する
バッファー機能を有するようになり、アルカリ凝集沈殿処理を安定して行いやすくなる。
【００３８】
　２つ目の例として、洗浄排液を洗浄排液貯留槽に貯留する洗浄排液貯留工程を設け、洗
浄排液貯留槽から洗浄排液をアルカリ凝集沈殿工程に返送する方法が挙げられる。洗浄排
液は常時排出されるものではないため、洗浄排液を貯留する洗浄排液貯留槽を設けること
により、洗浄排液を一時的に洗浄排液貯留槽に貯めて、洗浄排液を洗浄排液貯留槽から少
量ずつアルカリ凝集沈殿工程に返送することで、アルカリ凝集沈殿処理を安定して行いや
すくなる。
【００３９】
　次に、本発明の排水処理方法に好適に使用される排水処理システムの一例について、図
１を参照して説明する。なお、本発明の範囲は、下記実施態様に限定されるものではない
。
【００４０】
　本発明の排水処理システムは、原排水１をアルカリ性条件下で凝集沈殿させるアルカリ
凝集沈殿槽１２と、アルカリ凝集沈殿槽１２からの上澄みであるアルカリ凝集沈殿処理水
３を処理する逆浸透膜を備えた逆浸透膜装置１４とを有する。
【００４１】
　図１に示した排水処理システムにおいて、原排水はまず原排水貯留槽１１で貯留される
。原排水貯留槽１１は必要に応じて設けられ、アルカリ凝集沈殿処理に対するバッファー
機能を有する。
【００４２】
　原排水貯留槽１１で貯留された原排水１は、アルカリ凝集沈殿槽１２に供給される。ア
ルカリ凝集沈殿槽１２では、原排水１をアルカリ性条件下で凝集沈殿させることにより、
沈殿物４が生成する。この際、アルカリ凝集沈殿槽１２にはアルカリ性の凝集薬剤２を加
え、原排水１をアルカリ性にすることが好ましい。凝集薬剤２を供給するための手段とし
て、アルカリ凝集沈殿槽１２に連通する凝集薬剤供給手段が設けられることが好ましく、
図１では、凝集薬剤添加手段としてポンプ２１が設けられている。
【００４３】
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　アルカリ凝集沈殿槽１２で生成した沈殿物４は沈殿槽１２の下部から引き抜かれ、沈殿
槽１２の上部からは上澄みとしてアルカリ凝集沈殿処理水３が得られる。アルカリ凝集沈
殿処理水３は中和槽１３に送られ、中和槽１３で酸性薬剤５により中和される。なお、中
和槽１３は必要に応じて設けられるものである。また図１では、酸性薬剤５を中和槽１３
に供給するための手段として、中和槽１３に連通した酸性薬剤供給手段（図１ではポンプ
２２）が設けられている。
【００４４】
　アルカリ凝集沈殿処理水３は、中和槽１３で中和された後、ポンプ２３で逆浸透膜装置
１４に送られる。逆浸透膜装置１４は逆浸透膜を備え、ここでアルカリ凝集沈殿処理水３
が逆浸透膜処理され、透過水７と濃縮水８が得られる。透過水７は、アルカリ凝集沈殿処
理水３中の各種成分が除去されたものであり、濃縮水８は、前記各種成分が濃縮されたも
のである。
【００４５】
　排水処理システムには、逆浸透膜装置１４にアルカリ性の洗浄薬液６を供給する洗浄薬
液供給手段（図１ではポンプ２４）が設けられている。洗浄薬液供給手段は逆浸透膜装置
１４に連通しており、アルカリ性の洗浄薬液６により逆浸透膜が洗浄される。逆浸透膜装
置１４に供給されたアルカリ性の洗浄薬液６は、逆浸透膜と接触して、洗浄排液９として
逆浸透膜装置１４から排出される。
【００４６】
　排水処理システムは、逆浸透膜装置１４から排出される洗浄薬液６の洗浄排液９をアル
カリ凝集沈殿槽１２に返送する洗浄排液返送手段（図１ではポンプ２５）を有する。洗浄
排液返送手段は逆浸透膜装置１４に連通しており、洗浄排液返送手段により洗浄排液９が
アルカリ凝集沈殿槽１２かそれより前段に返送される。図１では、洗浄排液９はまず原排
水貯留槽１１に返送され、原排水貯留槽１１を介してアルカリ凝集沈殿槽１２に返送され
ている。
【００４７】
　図１では、凝集薬剤添加手段、酸性薬剤添加手段、洗浄薬液供給手段、洗浄排液返送手
段としてポンプが示されていたが、これらの各手段にポンプが備えられることは必須では
ない。例えば、自然流下で薬剤等の各流体を移送可能な場合はポンプは備えられなくても
よく、各手段として管路や開渠等が備えられていればよい。
【００４８】
　本発明の排水処理システムの他の一例について、図２を参照して説明する。なお図２の
説明において、図１と重複する部分は説明を省く。
【００４９】
　図２に示した排水処理システムは、図１に示した排水処理システムのうち原排水貯留槽
１１が設けられず、代わりに、洗浄排液９を貯留する洗浄排液貯留槽１５が設けられてい
る。洗浄排液９は、洗浄排液返送手段（図２ではポンプ２５，２６）により、逆浸透膜装
置１４から洗浄排液貯留槽１５に返送されるとともに、洗浄排液貯留槽１５からアルカリ
凝集沈殿槽１２に返送されている。
【００５０】
　図１および図２では、洗浄排液９は、原排水貯留槽１１または洗浄排液貯留槽１５を介
してアルカリ凝集沈殿槽１２に返送されていたが、原排水貯留槽１１と洗浄排液貯留槽１
５は必要に応じて設けられればよい。すなわち、洗浄排液９は、洗浄排液返送手段により
アルカリ凝集沈殿槽１２に直接返送されるものであってもよい。
【産業上の利用可能性】
【００５１】
　本発明は、製鉄、鉄鋼、非鉄金属、機械、金属加工、めっき、塗装、セメント等の工場
からの排水や、埋立浸出水等の処理に用いることができる。
【符号の説明】
【００５２】
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　１：　原排水
　２：　アルカリ性の凝集薬剤
　３：　アルカリ凝集沈殿処理水
　６：　アルカリ性の洗浄薬液
　７：　透過水
　８：　濃縮水
　９：　洗浄排液
　１１：　原排水貯留槽
　１２：　アルカリ凝集沈殿槽
　１３：　中和槽
　１４：　逆浸透膜装置
　１５：　洗浄排液貯留槽

【図１】

【図２】
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